
保健適応外の方は自費診療になります。

採卵目的の排卵誘発剤、体外受精に使用する薬、検査、採血の料金、再診料なども自費になります。

自費には別途消費税がかかります。

治療回数による減額制度があります。

名称 自費料金

採卵術 32,000円

採取された卵子の数に応じ、加算 採卵数 １個 24,000円

２～５個 36,000円

６～９個 44,000円

１０個以上 57,600円

体外受精管理料　（精子をかけて受精） 42,000円

体外受精＋顕微授精の場合の体外受精管理料 21,000円

顕微授精管理料 １個 48,000円

２～５個 68,000円

６～９個 80,000円

１０個以上 102,400円

TESE精子を用いた場合は追加（採取精子調整加算） 50,000円

カルシウムイオノフォア処理　（卵子調整加算） 10,000円

精子分離処理 20,000円

受精卵・胚培養管理料 培養数 １個 45,000円

２～５個 60,000円

６～９個 62,700円

１０個以上 84,000円

受精卵・胚培養管理料　胚盤胞まで 培養数 １個 15,000円

２～５個 20,000円

６～９個 20,000円

１０個以上 24,000円

胚凍結保存管理料 （受精卵凍結） 凍結数 １個 50,000円

２～５個 70,000円

６～９個 81,600円

１０個以上 104,000円

新鮮胚移植 35,000円

凍結・融解胚移植　 60,000円

二段階胚移植 30,000円

高濃度ヒアルロン酸含有培養液 10,000円

アシステッドハッチング 10,000円

凍結受精卵保存継続料（胚凍結保存維持管理料） 15,000円

精子凍結保存管理料（精子凍結） 8,000円

凍結精子保存継続料（精子凍結保存維持管理料） 15,000円

１０　体外受精・胚移植の費用


